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1 は じ め に

青森県における水稲湛水直播栽培では,出芽・苗立ち
の安定確保とともに,鳥害 (主にカルガモ)軽減を重視
したやや長期間の播種後落水管理が実施されている。し

かし,雑草防除の面からは,播種後落水管理期間中に使
用可能な初期除草剤が無く,また,水時には雑草の葉齢
が一発処理除草剤の殺草限界を過ぎていることから,こ
れに対応した除草体系が求められていた。そこで,直播
栽培用初期除草剤の「サターンバアロ乳剤J「サターン

バアロ粒剤」について播種後落水管理期間中の処理によ

る除草効果,水稲に対する安全性を検討したので報告す
る。

2試 験 方 法

(1)耕種概要

1)供試品種 :ゆめあかり

2)施肥・耕起 :2003年  5月 2日 ,2004年 5月 3日
3)植代 :播種2日前に入水,播種前日に植代かき
4)播種日 :2003年  5月 12日 ,2004年  5月 H日
5)播種方式 :湛水土中条播
6)播種後落水管理 :2003年  14日 間

2004年  8日間
7)施肥量 :N,P,K=06+02,10,10

(追肥は幼穂形成期に行つた。)

(2)土壊条件

1)土質・土性 :多湿黒ポク土・壌土

2)減水深 :1 5cm/日

(3)薬剤処理

播種後落水期間中にサターンパアロ乳剤および粒剤を

それぞれの試験区に処理した。散布時期は,2003年は播
種直後,播種5日後,出芽直前の3時期,2004年は播種直
後と出芽直前の2時期である。

その後,出芽揃いに達した後に入水し,一発処理除草
剤を処理した。

また,比較対照として一発処理除草剤の単用区,除草
剤を使用しない無処理区を設けた。

(4)調査項目

1)観察調査 :水稲の出芽・苗立,雑草の発生消長,薬
害の発生状況,除草効果及び残効期間に
ついて調査した。

2)残草調査 :一発処理除草剤の処理30日後に各試験区

から一定面積に発生した雑草を抜き取り,

草種毎に分類し,風乾重を測定した。
3)生育調査 :水稲の出芽数,最高分げつ期の草丈・茎

数,成熱期の得長・穂長・穂数,収量構
成要素を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)除草効果 (表 1)

2003年は,サターンバアロ乳剤,サターンバアロ粒剤
を処理した区の残草量が一発処理除草剤単用区の残草量

よりも少なく,体系処理による除草効果が認められた。
2004年は,サターンバアロ乳剤,サターンバアロ粒剤
を処理した区と一発処理除草剤単用区の残草量に差は見

られなかったが,これは除草剤処理後が高温に経過し,
単用処理でも十分な除草効果になったためと考えられ

た。

(2)水稲に対する薬害 (表 2)
2003年は,サターンパアロ乳剤,サターンバアロ粒剤
を処理した全ての区で「芽の自化」症状が見られたが ,

程度は軽く,最高分げつ期までには回復していた。収量
に影響は見られなかった。

2004年は,サターンバアロ乳剤,サターンバアロ粒剤
の出芽直前処理区でやや強い「苗立抑制Jが見られ,回
復は遅く,収量にも影響した。これは,処理時にすでに
出芽した個体が見られ,幼芽に薬剤が直接かかったため
と考えられる。

(3)水稲及びノピエの葉齢推移 (図 1,図 2)
2003年 ,2004年ともにサターンパアロ乳剤,粒剤を処
理することで初期のノビエを防除することができた。再

発生したノビエの葉齢は無処理区のノビエよりも少なく

推移した。

水稲湛水直播栽培に登録のある一発除草剤の散布適期
は①水稲1.0葉以上ノビエ20葉以下,②水稲15葉以上
ノビエ2.5葉以下となっているが,水稲10葉時のノビエ
の葉齢はサターンバアロ乳剤,粒剤処理区で13～ 17葉 ,

無処理区で23～ 27葉であり,水稲15葉時のノビエの
葉齢はそれぞれ21～25葉,30葉であった。

(4)観察調査

観察調査から,覆土が不十分で種籾が露出している場
合や,水稲の出芽が見られる状態でサターンバアロ乳剤
・粒剤を処理した場合に出芽・苗立抑制,芽の自化など
の薬害が発生した。また,サターンパアロ粒剤は田面が
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乾燥した状態で処理すると,薬剤の溶出が悪く,除草効
果が劣った。

水はけの極端に悪い部分 (常時05～ 1 0cnl湛水)にお
いては,出芽・苗立抑制が見られたが,降雨等による短
期間の湛水では,出芽・苗立率に影響を与えなかった。

4 ま と め
本試験の結果から,サターンパアロ乳剤・粒剤は湛水

直播栽培の播種後落水管理期間中に散布する初期除草剤

として,除草効果が高く,一発除草剤の散布適期を安定
して確保するために有効であることが確認できた。また,

種籾が露出しないように覆土を行い,水稲の出芽前に処
理し,粒剤を処理する場合は,田面が極端に乾燥してい
る状態では走水を行うなどの処理条件を守ることで,水
稲に対する安全性も高かった。
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に影響はなかった。
2004年 イネ出芽始処理において,出芽抑制がやや強く見られ,回復も遅かった。
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